
開催日： 令和７年１月２５日（土） 

１6:３0 キャンドル点灯 
      ※スノーキャンドルは 15:30 から作成予定 

会 場： 地域のあそびば ミナミナ 

（壮瞥町滝之町 385-11） 

問合せ先：シ―ニックバイウェイ支笏洞爺ニセコルート 

洞爺湖エリア事務局（道の駅そうべつ情報館 i  

２階） ℡（0142）66-4200 

 

 冬の寒さが本格的になってきたこの季節、雪や氷でキャンドルの灯

りを楽しむ「シ―ニックナイト」が今年も全道各所で開催されます。    

洞爺湖エリアでは、壮瞥町の「地域のあそびばミナミナ」を会場に 

スノーキャンドルづくりや温かい飲み物の提供、ジオパーク推進協議

会では「おいしい火山実験『チョコで軽石をつくろう！』」の実験ブ

ース、町内外のお店による物販等が行われます。 

冬の夕方、楽しいひとときを過ごしませんか。 

 
 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有珠山と軽石 

有珠山には、アイヌ語の名前がいくつもあります。そのひとつが「イ

ェ・ケレ・ウセ・グル」で、『北海道蝦夷語地名解』（1891 年 永田

方正著）によると「軽石を削り出す神」と訳されています。 

実際に、1977-78 年の有珠山の噴火では、大量の軽石が有珠山周

辺に降り積もりました。水に浮くほど軽いため、一時は洞爺湖北岸の

湖面が陸地のように見えたと言います。 

 

軽石は、マグマが泡立ちふくらみながら冷えて固まった石で、細か

い穴がたくさん開いています。これはマグマに含まれていたガス成分

が抜けてできた穴です。 

 軽石のでき方は「カルメ焼き」（ザラメ、水、食用重曹でつくるお菓

子）や、チョコレートと食用重曹で再現することができます。 

 冬休みの間、おうちでできる火山実験はいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 150 号 

洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会 

洞爺湖観光情報センター内 

℡（0142）82-3663 

洞爺湖有珠山ジオパークだより 

◆◆◆ シ―ニックナイト 2025 出展します ◆◆◆ 

2023 年の火山実験の様子 

1663 年の軽石 

（そうべつ情報館 i２階 

火山防災学び館に展示中） 

「モコモコふくらむエアイン

チョコを作ろう！」（（株）明治） 


